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平
成
２０
年
度
物
品
等
業
種
（
土
木
施
設

維
持
管
理
業
務
を
除
く
）
の
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
け
付
け
を
実

施
し
ま
す
。
 

登
録
期
間
　
平
成
２０
年
４
月
１
日
〜
平
成

２１
年
３
月
３１
日
 

H

平
成
２０
年
１
月
１５
日
か
ら
２８
日
ま
で
に
、

郵
送
で
財
政
課
物
品
契
約
担
当
へ
（
消
印

有
効
）
 

※
申
請
の
手
引
き
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
建
設
工
事
、
設
計
・
調
査
・
測
量
、
土

木
施
設
維
持
管
理
業
務
の
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付
期
間
は
、
１２

月
１０
日
か
ら
２１
日
ま
で
で
す
。
 

I
財
政
課
蕁
A
４
４
５
 

   　
県
最
低
賃
金
が
１０
月
２０
日
か
ら
時
間
額

７０２
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県

内
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
 

　
な
お
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て
は
別
途

産
業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

I

埼
玉
労
働
局
賃
金
室
蕁
０４８
・
６００
・
６
２

０
５
、
春
日
部
労
働
基
準
監
督
署
蕁
０４８
・

７３５
・
５
２
２
７
 

       ①
天
体
観
察
会
 

A

平
成
２０
年
１
月
１９
日
貍
　
午
後
６
時
３０

分
〜
８
時
３０
分
 

C

一
般
・
在
住
･
在
学
・
在
勤
の
方
（
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
 

D

火
星
・
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
の
観
察
※
講

師
＝
細
井
進
さ
ん
（
草
加
市
天
文
愛
好
会

会
長
）
ほ
か
　
 

F

３０
人
（
申
込
順
）
 

②
や
さ
し
い
英
会
話
教
室
 

A

平
成
２０
年
１
月
２４
日
〜
２
月
２１
日
（
毎

週
木
曜
日
・
全
５
回
）
　
午
後
２
時
〜
３

時
１０
分
 

C

５０
歳
以
上
の
方
 

D

や
さ
し
い
英
会
話
を
、
遊
び
や
ゲ
ー
ム

な
ど
で
楽
し
く
学
習
す
る
。
※
講
師
＝
神

岡
和
子
さ
ん
、
能
登
姿
さ
ん
　
　
 

F

２０
人
（
申
込
順
）
 

―
①
②
共
通
―
 

B
八
條
公
民
館
会
議
室
１
 

G
無
料
 

H

１２
月
１０
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は
電
話
で

八
幡
公
民
館
（
蕁
９９５
・
６
２
１
６
、
受
 

付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
へ
 

  A

平
成
２０
年
１
月
１７
日
〜
３
月
６
日
（
毎

週
木
曜
日
・
全
８
回
）
　
午
前
１０
時
〜
１１

時
１５
分
 

B
八
條
公
民
館
会
議
室
１
 

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

D

有
酸
素
運
動
を
行
い
な
が
ら
、
タ
ー
ン

や
ス
テ
ッ
プ
な
ど
を
豊
富
に
組
み
入
れ
て
、

よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
内
容
で
運
動
の

効
果
を
高
め
ま
す
。
 

F

３０
人
（
申
込
順
）
 

G
１
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）
 

H

１２
月
１２
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
予
約
の

う
え
、
参
加
費
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ
 

  　
気
軽
に
体
験
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

①
モ
ー
ニ
ン
グ
健
康
体
操
教
室
 

A

平
成
２０
年
１
月
８
日
〜
２
月
２６
日
（
毎

週
火
曜
日
・
全
８
回
）
　
午
前
９
時
３０
分

〜
１０
時
３０
分
 

F

４５
人
（
体
験
参
加
者
を
含
み
申
込
順
）
 

②
初
心
者
向
け
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
 

A

平
成
２０
年
１
月
８
日
〜
２
月
２６
日
（
毎

週
火
曜
日
・
全
８
回
）
　
午
前
１０
時
４５
分

〜
１１
時
４５
分
 

F

６０
人
（
体
験
参
加
者
を
含
み
申
込
順
）
 

―
①
②
共
通
―
 

B
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
室
 

C
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

D

ど
ち
ら
の
教
室
も
軽
い
運
動
を
中
心
に
、

段
階
的
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
 

G

１
教
室
＝
１
５
０
０
円
、
２
教
室
＝
２

５
０
０
円
、
体
験
参
加
＝
１
回
３
０
０
円

※
す
べ
て
保
険
料
を
含
む
。
夫
婦
参
加
に

よ
る
割
り
引
き
も
あ
り
ま
す
。
 

H

１２
月
１２
日
午
前
９
時
か
ら
電
話
予
約
の

う
え
、
参
加
費
を
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
蕁
９９６
・
５
１
２
６
）
へ
 

  A
▼
第
１
期
＝
①
平
成
２０
年
２
月
２
日
貍
・

②
１６
日
貍
、
③
５
月
１８
日
豸
、
④
６
月
８

日
豸
（
③
④
は
予
定
）
　
午
前
９
時
３０
分

〜
正
午
▼
第
２
期
＝
２
泊
３
日
の
宿
泊
研

修
会
　
（
平
成
２０
年
８
月
予
定
）
※
第
１

期
研
修
会
を
３
回
以
上
出
席
し
た
人
は
、

第
２
期
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

B

①
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
、
②
文
化
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
講
堂
、
③
･
④
は
未
定
 

C
市
内
在
住
の
小
学
５
年
生
 

D

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
の
講
義
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実

習
な
ど
 

E

飲
物
、
筆
記
用
具
、
上
履
き
、
動
き
や

す
い
服
装
、
タ
オ
ル
等
 

F

３０
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
 

G
無
料
 

H

平
成
２０
年
１
月
８
日
ま
で
に
社
会
教
育

課
（
蕁
A
３
５
７
）
へ
 

  A

平
成
２０
年
１
月
１９
日
貍
　
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
 

B
資
料
館
古
民
家
 

C
小
学
生
以
上
 

D

古
民
家
の
か
ま
ど
等
を
使
い
、
ご
飯
と

味
噌
汁
を
作
る
。
 

E
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
茶
碗
 

F

２０
人
（
申
込
順
）
 

G

２００
円
 

H

平
成
２０
年
１
月
１３
日
ま
で
に
、
参
加
費

を
添
え
て
資
料
館（
蕁
９９７
・
６
６
６
６
）へ
 

  ①
パ
ソ
コ
ン
講
習
Ａ
コ
ー
ス
 

A

平
成
２０
年
１
月
２１
日
豺
〜
２５
日
貊
　
午

前
の
部
＝
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
の
部

＝
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
 

②
パ
ソ
コ
ン
講
習
Ｂ
コ
ー
ス
 

A

平
成
２０
年
２
月
４
日
豺
〜
８
日
貊
　
午

前
の
部
＝
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
の
部

＝
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分
 

―
①
②
共
通
―
 

B
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

C

お
お
む
ね
６０
〜
６５
歳
で
、
全
日
程
（
パ

ソ
コ
ン
講
習
・
接
客
研
修
）
に
参
加
で
き

る
方
 

接
客
研
修
　
平
成
２０
年
２
月
１５
日
貊
　
午

前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

F
各
コ
ー
ス
各
部
５
人
（
申
込
順
）
 

G
無
料
 

H

①
は
平
成
２０
年
１
月
１５
日
ま
で
、
②
は

１
月
２８
日
ま
で
に
、
電
話
で
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９５
・
５
８
１
７
※
受
付

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
へ
 

   　
障
害
年
金
の
基
礎
を
学
び
、
日
ご
ろ
の

年
金
に
関
す
る
疑
問
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。
 

A

平
成
２０
年
１
月
２６
日
貍
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
 

B
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
 

C

市
内
在
住
・
在
勤
の
身
体
障
害
者
手
帳

を
有
す
る
方
 

D
講
師
＝
吉
村
晃
一
さ
ん
（
社
会
福
祉
士
・

社
会
保
険
労
務
士
）
※
手
話
通
訳
・
要
約

筆
記
（
筆
記
通
訳
）
が
必
要
な
方
は
、
申

込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

F

３０
人
（
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

証
の
交
付
を
受
け
た
方
を
優
先
、
そ
の
他

の
身
体
障
害
者
の
方
は
申
込
順
、
参
加
者

５
人
未
満
の
場
合
は
中
止
）
 

G
無
料
 

H

１２
月
２８
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
等
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
蕁
９９５
・

３
６
３
６
、
蕭
９９５
・
５
２
８
７
）
へ
 

①
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
 

A

平
成
２０
年
１
月
９
日
貉
　
午
前
８
時

４５
分
〜
１０
時
４５
分
、
午
後
１
時
〜
２
時

４５
分
※
結
果
説
明
会
＝
平
成
２０
年
１
月

２３
日
貉
　
午
前
１０
時
〜
 

C

２０
歳
以
上
の
市
民
の
方
 

D
問
診
、
骨
密
度
測
定
 

F
午
前
３０
人
、
午
後
３０
人
（
申
込
順
）
 

G
無
料
 

②
臨
時
乳
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
 

　
乳
が
ん
検
診
は
、
早
期
発
見
や
予
防

へ
の
近
道
で
す
。
な
お
、
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
の
場
合
は
、
多
少
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

A

平
成
２０
年
１
月
２２
日
貂
　
受
付
時
間

＝
午
後
０
時
３０
分
〜
１
時
 

C

市
内
在
住
の
４０
歳
以
上
の
方
（
昭
和

４３
年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
 

D

視
触
診
・
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
お

よ
び
乳
が
ん
の
自
己
検
査
法
の
実
施
 

E
バ
ス
タ
オ
ル
 

F

８５
人
（
申
込
順
）
 

G

視
触
診
＝
５００
円
、
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線

検
査
＝
１
２
４
０
円
　
※
八
潮
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
視
触
診
、
お
よ
び

受
診
当
日
７０
歳
以
上
の
方
・
生
活
保
護

世
帯
・
非
課
税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担

な
し
 

―
①
②
共
通
―
 

B
保
健
セ
ン
タ
ー
 

H

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
９９５
・
３

３
８
１
〜
３
）
へ
 

「
こ
こ
に
い
る
よ
」
 

 私
は
こ
こ
に
い
る
よ
 

で
も
 

誰
も
私
を
見
て
く
れ
な
い
 

誰
も
私
の
言
葉
を
聞
い
て
く
れ
な
い
 

私
は
空
気
じ
ゃ
な
い
 

ち
ゃ
ん
と
見
え
る
し
、
つ
か
め
る
よ
 

誰
で
も
い
い
か
ら
私
に
気
づ
い
て
 

私
は
い
る
よ
･
･
･
こ
こ
に
 

 　
こ
の
詩
か
ら
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
人
の
心
の
さ
け
び
が
聞
こ
え
て
き
ま

せ
ん
か
？
 

　
い
じ
め
に
は
、
暴
力
に
よ
る
も
の
と
、

人
を
無
視
す
る
な
ど
心
理
的
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
 

　
一
度
い
じ
め
を
受
け
た
人
は
、
心
に

深
い
傷
を
負
い
時
間
が
経
っ
て
も
完
全

に
癒
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

　
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
、
相
手

に
も
し
な
い
こ
と
を
心
が
け
お
互
い
を

認
め
尊
重
し
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
い

じ
め
の
な
い
健
全
な
社
会
」
が
実
現
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 
 

I
社
会
教
育
課
蕁
A
３
９
２
 

　
本
来
、
子
ど
も
を
暖
か
く
守
り
育
て
る

べ
き
親
が
、
子
ど
も
に
暴
行
を
加
え
て
尊

い
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
事
件
が
多
発
し
、

児
童
虐
待
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
児
童
虐
待
防

止
法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、

国
・
県
・
市
お
よ
び
住
民
が
連
携
し
、
虐

待
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
全

な
発
育
・
発
達
を
損
ね
る
著
し
い
人
権
侵

害
で
す
。
皆
さ
ん
の
力
で
、
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

　
こ
ん
な
と
き
は
通
告
を
 

　
子
ど
も
が
次
の
よ
う
な
「
虐
待
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
き
は
、
す
ぐ
に

身
近
な
相
談
窓
口
に
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

①
身
体
的
虐
待
 

　
な
ぐ
る
、
け
る
、
首
を
し
め
る
、
熱

湯
を
か
け
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど
 

②
性
的
虐
待
 

　
性
交
や
性
的
な
行
為
を
強
要
す
る
、

ポ
ル
ノ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
 

③
心
理
的
虐
待
 

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間

の
差
別
的
扱
い
な
ど
 

※
子
ど
も
の
目
の
前
で
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
が
、
そ
の
相
手
に
暴
力
を
振
る
う
こ
と

も
心
理
的
虐
待
の
一
種
に
な
り
ま
す
。
 

④
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
 

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車
の

中
に
放
置
す
る
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て

も
病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い
な
ど
 

 
こ
ん
な
と
き
は
相
談
を
 

　
子
育
て
に
つ
い
て
悩
み
が
あ
る
時
は
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
身
近
な
相
談
窓
口

に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

        ・
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
つ
い
子
ど
も
を

叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
し
ま
う
 

・
ど
う
し
て
も
子
ど
も
が
か
わ
い
く
思
え

な
い
 

・
ど
う
や
っ
て
子
育
て
し
て
良
い
か
わ
か

ら
な
い
で
悩
ん
で
い
る
 

・
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
い
つ

も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
 

・
精
神
的
、
身
体
的
に
自
分
の
こ
と
で
精

一
杯
で
子
育
て
が
で
き
な
い
 

・
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
な
ど
 

I
子
育
て
支
援
課
蕁
A
４
２
７
 

『
守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！
 

　
　
　
　
　
こ
の
最
低
賃
金
』 

八
潮
市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
 

体
験
講
座
「
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
」
 

中
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
 

知
っ
て
納
得
！
障
害
年
金
の
基
礎
知
識
 

公
民
館
講
座
 

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 
人
権
そ
れ
は
　
愛 

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う
 

相談窓口 
名　　称 

子育て支援課 

家庭児童相談室 

保健センター 

越谷児童相談所 

越谷保健所 

A４２７ 

A４７２ 

９９５-３３８１ 

９７５-４１５２ 

９６４-１２６６ 

電話番号 

※誰から相談や通告があったか
知られないように、秘密は守られ
ます。 

一
回
か
ら
参
加
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
 

の
追
加
受
け
付
け
 

初
歩
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
と
接
客
研
修
 


